
学校運営協議会

大田原中学校区の連携風景
【学校運営協議会】 【小中教員交流授業】 【小中合同授業】

【６年生の中学校授業体験】 【委員会活動の交流】 【小中合同授業研究会】

９年間を通した系統的な教育活動の推進

確かな学力（重点項目） 豊かな心 健やかな体
区 分 ○自ら進んで学ぶ子ども ○礼儀正しく思いやりのある子ども ○心身ともにたくましい子ども

【学習態度】【家庭学習】【学び合い】【あいさつ】【規範意識】【自己有用感】【運動習慣】【生活習慣】【心の安定】

将来の夢に 目標をもっ 伝え合うこ 明るい学校 学校や社会 自分の役割 積極的に運 健康な体を 自分に合っ
Ⅲ期（後期） 向かって、 て計画的に とで、個人 ・地域づく のきまりを を自覚し、 動を取り入 維持するた たストレス
８・９年生 計画的に学 家庭学習を や集団の考 りを目指し 守り、礼儀 地域のため れ、体力の めにバラン の対処法を
中２～中３ 習を進める 行うことが えを深める て場に応じ 正しく行動 に貢献する 増進を意識 スのよい食 考えること
発展・充実期 ことができ できる。 ことができ たあいさつ しようとす ことができ した生活を 事と睡眠時 ができる。

る。 る。 ができる。 る。 る。 送ることが 間の確保を
できる。 心がけて生

活すること
ができる。

学習の仕方 家庭学習に 対話を通し 明るい学校 学校や社会 友だちや家 運動活動に 望ましい生 他者を思い
Ⅱ期（中期） を工夫し、 自主的に取 て自分の考 づくりを目 のきまりを 族のために 積極的に参 活習慣を意 やりながら
５～７年生 積極的に学 り組むこと えを表現す 指して自ら 守ろうとす 進んで役割 加し運動に 識した生活 学校生活を
小５～中１ 習に取り組 ができる。 ることがで 進んであい る。 を 果 た せ 親しむこと ができる。 送ることが
活用・定着期 むことがで きる。 さつができ る。 ができる。 できる。

きる。 る。

きちんと相 家庭学習の お互いの考 明るく元気 学級や学校 与えられた 休み時間に 「早寝・早 友だちと仲
Ⅰ期（前期） 手を見て話 習慣を身に えの共通点 なあいさつ のきまりを 役割を果た は元気に外 起き・朝ご 良く、学校
１～４年生 を聞くこと つけること と相違点を ができる。 守ろうとす せる。 遊びができ 飯」の生活 生活を送る
小１～小４ ができる。 ができる。 見つけなが る。 る。 リズムを守 ことができ
基礎期 ら話を聞く ることがで る。

ことができ きる。
る。

運営委員会
【校長 教頭 主幹教諭 教務主任 副教務主任】

小中一貫教育推進委員会
【主幹教諭・教務主任・研究主任・地域連携教員】

教頭部会
（地域連携）

【地域づくり】

地域との連携交
流・学校運営協
議会制度(ｺﾐｭﾆﾃ
ｨｽｸｰﾙ)の運営

①小中一貫によ
る学校評価の
作成と実施

②ＰＴＡ活動の
推進

③情報の収集と
発信

基本方針
本校区は、西原小・紫塚小・大田原中の２

小１中からなり、小小・小中連携による児童
生徒の活動の工夫や教職員交流による教育活
動の研修充実に努めている。今後も、目指す
児童生徒像を共有し、教職員の相互理解を深
め、９年間の系統的教育システムを構築して
いく。また、児童生徒に対し小中連続した支
援に取り組み、「学ぶ喜びを感じることのでき
る学校」「心身ともに健康で人間性豊かな児童
生徒を育成する学校」「児童生徒や保護者から
信頼される魅力ある学校」づくりを目指す。

小中一貫教育のねらい
◇小中の円滑な接続
教育課程上の接続、連続的支援により中１

ギャップの解消と、より効果的な教育の実現
を図る。
◇教職員の意識改革
校区三校の教職員が協力して９年間の義務

教育に関わる体制を確立する。（※教職員の交
流と協働、子どもたちの交流）
◇学校と地域との連携・協働
地域の教育的資源を有効に生かし、子ども

たちに適した教育環境の整備・充実を図る。

大田原中学校区教育目標

「夢や希望に向かい たくましく生きる子ども」

大田原市小中一貫教育目標
９年間を見通して目指す子供像を共有し、子供たちの豊かな人間性・確かな学
力・コミュニケーション力・社会適応力の育成と向上を図る。

【９年間の教育目標明確化・教職員の連携・児童生徒の交流活動・情報の共有化】

家庭・地域・市教育委員会
・関係機関等との連携

事務部会
【事務職員】
共同実施によ
る効率化

西原小学校 紫塚小学校
教務部会

【教育システム
づくり】

学習指導部会
【学習スタイル

づくり】

児童・生徒指導部会

【生活スタイル
づくり】

健康安全指導部会
【健康スタイル

づくり】

特別支援部会
【支援体制
づくり】

ＰＴＡ部会
【PTA役員】

小中ＰＴＡの
融合(共同活動)

９年間の指導の
系統性を図った
カリキュラムの
作成と検証

①カリキュラム
マネジメント
の研究

②連携の効果と
改善点の分析

③教員交流活動
の推進

学力向上方針の
策定と推進、児
童生徒の相互交
流活動の立案

①発達の段階に
応じた学力向
上計画の推進

②課題共有化と
改善策の検証

③児童生徒の相
互交流（活動）
の推進

自己有用感を高
めるための９年
間を見通した指
導の立案と推進

①ペアトーク活
動の推進

②異年齢集団交
流の推進

③自己有用感調
査の活用

健康課題等の情
報共有と共通目
標の設定及び共
通指導の推進

①検診結果等の
情報共有と問
題解決に向け
ての共通指導

②緊急・災害時
の対応に備え
た情報共有と
ﾏﾆｭｱﾙの策定

小中接続感のあ
る系統的な指導
の推進と特別支
援教育の啓発

①個への連続的支
援の具体策の作
成（個別の教育
支援計画・自立
活動計画）
②小中交流活動
の計画作成と
推進

大田原中学校

目指す教師像
夢や感動を子どもに与えられる教師
子どもの力を最大限に引き出す教師

小中一貫教育推進組織

三校校長会
【校長】

【目指す児童・生徒像】
自ら進んで学ぶ子ども

礼儀正しく思いやりのある子ども
心身ともにたくましい子ども

大田原市教育委員会

考えて学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子よく考え進んで学ぶ子 明るく思いやりのある子 健康でたくましい子

知性の涵養 体力の充実 品格の育成


